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地域活1性‐fと十のための
協働の課題

アーバン・コミュニティプラットフオームは「産官学民」

による新しい地域連携を目指す 「NPOプ ラットフオー

ム構想」の一つとして発足しました。「あらゆるNPO

は教育力を持つ」という視点に立ち、NPOの 教育力・

実践力と大学の専門性を活かしたまちづくりをNPO

と大学、行政の連携によって展開しています。

平成16年度からは、文部科学省の「オープン・リサ

ーチ・センター整備事業」の研究助成を受け、明治大

学経営学研究所(18年度から非営利・公共経営研究

所)を研究拠点に、アーバン・コミュニテイプラットフオ

ームを基盤とした大型研究プロジェクト「コミュニテイ

開発におけるNPO・ 行政・地域企業・大学の戦略的

パートナーシップに関する研究」をスタートしました。

5年間の研究期間を通じて、NPO・ 行政・地域企業・

中間支援組織・大学等の協働によるコミュニティ開発

(地域づくり)の戦略的パートナーシップ・モデルの構

築を目指します。

塚本一郎 (代表者)…明治大学経営学部教授

佐野正博…明治大学経営学部教授

岡田浩一…明治大学経営学部教授

柳沢敏勝…明治大学商学部教授

小関隆志…明治大学経営学部助教授

西村万里子…明治学院大学法学部教授

山岸秀雄…(特活)NPOサ ポートセンター理事長

内藤達也…東京都国分寺市政策部財務課長

浜田忠久… (特活)市民コンピュータコミュニケーション研究会代表

山口浩平… (財)生協総合研究所研究員

尾崎有紀子… (有)コミュニテイリサーチ取締役社長

石川公彦…明治大学 研究推進員

Stephen P Osborne…PrOfessor/The University of Edinburgll

Kate McLaughlin・・・The university of Birmingham

Chris Bonnard…Network Director/RAWNI

森 浩 …埼玉県上尾市健康福祉部社会福祉課主任

中島智人…アストン・ビジネス・スクール博士課程

【講師プロフイール】

村ヨ雌書|1崩告1穫雰たくしまからひ―こ)前義素子市長

葬醤昌那畢韓轟睾鱒警盈纏雲需蟹呈
チヤビジネス|め吉成、市民債による自然環境の保全など、徹底した市民
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i赤およ|;tlあ 広 島修道大学商学部 助教授

指定非営利活動法人

宮崎文化本舗 巨じ代表理事/

宮崎県NPO活 動支援センター長
井上1優|ふあぅぇわ

た動支|キャラ,■ 1草義も
―白セシタT雫 1と就任、現在に至る。県及び市

町村の各種審議委員会の朝任、各種長期計画のアドバイザ
ーとして、ま

た、NPOマ ネジメント講座等の主催、講師として活躍中。

辻井 啓作 ぁ 、けぃ土 哀据覆牲崖
も粧 業情報

1969年 京都府生まれ。立命館大学法学部卒業後、大和証券株式会社、

財団法人東京都申小企業振興公社、1997年 、中小企業診断士として開

業。中小企業の経営、商店街活性化の支援を行う。99年 、有限会社とも

え産業1情報設立。地域づくりに関する調査研究、中心市街地活性化支援

に業務の幅を広げ、現在に至る。商店街と中心市街地の関係を見直すこ

とで活性化が可能となるというのが持論。学生をはじめとした多様な主

体と地域の連携を提唱している。
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―
T(ぉかだ こうV ちヽ)明 治大学経営学部 教授

坂本文武…ウイタンアツシエイツ株式会社 PRコ ンサルタント

吉川理恵子… (特活)NPOサ ポートセンター ディレクタ
ー

斎藤奈美…さがみはら市民活動サポートセンター ス タッフ

山下智佳…明治大学大学院経営学研究科博士後期課程

専率は中‐小企業論1最近はt地域活性化やまちづくりなどの調草研究で各

地を回→をいると1‐091年坪治本学準軍学部専任助手、専任講師t摯教授
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と企業経営』顕草書房、『Ⅲ小

企業め現状とこれゎヽらの経堂J中央本学出版部、『地域再生と戦略的協

働』などと ―   ■  ‐  ‐


